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第 21 回 統計・データサイエンス教育の方法論
ワークショップ

セッション Ⅳ：統計センターのSSDSE（教育用標
準データセット）の利活用



１．SSDSEの概要

SSDSE： Standardized Statistical Data Set for Education
（教育用標準データセット）

・データ分析のための汎用素材として、統計センターが提供しているデータセット

・政府統計の地域別データを手軽に利用できるよう編集して提供

・縦に地域、横にデータ項目を並べた、２次元の表形式データ

〇 2018年に提供を開始し、現在は６種類の SSDSE を無償提供

・SSDSE-市区町村（SSDSE-A） 市区町村別、多分野データ

・SSDSE-県別推移（SSDSE-B） 都道府県別、時系列、多分野データ

・SSDSE-家計消費（SSDSE-C） 都道府県庁所在市別、家計消費データ

・SSDSE-社会生活（SSDSE-D） 都道府県別、男女別、社会生活データ

・SSDSE-基本素材（SSDSE-E） 都道府県別、多分野データ

・SSDSE-気候値（SSDSE-F） 都道府県庁所在市別、月・年別、気象データ

⇒ 毎年、最新データに更新

⇒ 今後も内容を充実（新たな SSDSE の作成・提供など）

〇 SSDSE を用いた統計データ分析コンペティションを毎年度開催
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１．SSDSEの概要

SSDSEの４つの特徴

簡便性

・無償で容易に使うことができる

⇒ 一括ダウンロードし必要なデータを取捨選択

・特別な前処理が不要

⇒ 全セルに数値が入っている

⇒ 欠測値がない「完備データ」

親近性

・自分に関係する地域のデータが含まれる

⇒ 誰でもなじみがある「自分たちのデータ」

具体性

・個々のデータの意味が分かり議論できる

⇒ 政府統計から抽出・編集した「実データ」

多様性

・幅広い分野のデータが含まれている

⇒ 様々な課題抽出、多様な分析が可能

⇒ 自由度の高い「標準データ」
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１．SSDSEの概要

https://www.nstac.go.jp/use/literacy/ssdse/

SSDSE
・EXCEL と CSV で 提供

SSDSE の解説
・利用する際の留意点などを記載
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１．SSDSEの概要

（例）SSDSE-県別推移の解説

・データの出典、単位、年次や、
利用する際の留意点など、
分析する上で必要な情報を掲載
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１．SSDSEの概要
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SSDSE-県別推移：都道府県別、時系列、多分野データ



１．SSDSEの概要

◎ 現行の SSDSE の比較表

名称 SSDSE-市区町村 SSDSE-県別推移 SSDSE-家計消費 SSDSE-社会生活
SSDSE-基本素
材

SSDSE-気候値

内容
市区町村別、
多分野データ

都道府県別、
時系列、
多分野データ

都道府県庁所在
市別、
家計消費データ

都道府県別、男
女別、社会生活
データ

都道府県別、
他分野データ

都道府県庁所
在市別、月・
年別、気象
データ

地域数 1741市区町村 47都道府県
全国 ＋ 47県庁
所在市

全国 ＋ 47都道
府県

全国 ＋ 47都
道府県

47県庁所在市

元になる統計

総務省統計局「統計でみる都道府
県・市区町村のすがた（社会・人
口統計体系）」

総務省
「家計調査」

総務省「社会生
活基本調査」

総務省「統計で
みる都道府県の
すがた（社会・
人口統計体
系）」

気象庁「地上気
象観測統計」

データ項目数 125 109 226 121 90 42

データの年次
各項目、最新の
１年次

2009～2020年
（12年次）

2020～2022年
の平均値

2021年
各項目、最新
の１年次

1991～2020年
の平均値

提供開始年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

※ 毎年、最新データに更新

今後も内容の充実を図る（新たな SSDSE の作成・提供など）
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２．統計データ分析コンペティションの概要

•我が国の次代を担う高校生、大学生等の統計デー
タの利活用マインドと分析技術のかん養を図ると
ともに、公的統計の利活用を推進するため、2018
年度に初めて開催し、2023年度に６回目を実施。

•地域別の統計をまとめたSSDSE（教育用標準デー
タセット：Standardized Statistical Data Set for 
Education）を用いて、統計データ分析力を活用し
た課題解決のアイディアを競うコンペティション
であり、成績優秀者には、総務大臣賞等の表彰を
行う。
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２．統計データ分析コンペティションの概要

共催：総務省統計局・独立行政法人統計センター・

大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構統計数理研究所・

一般財団法人日本統計協会

後援：文部科学省・国立研究開発法人科学技術振興機構（JST)・

全国高等学校長協会・一般社団法人日本統計学会・

全国統計教育研究協議会

募集部門：高校生の部…高校、高専（１～３年次）の生徒

大学生・一般の部…短大、高専（４、５年次、専攻科）、

大学、大学院の学生、一般
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２．統計データ分析コンペティションの概要
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2023年の主な日程

５月10日 エントリー及び論文募集開始

８月９日 エントリー締切

8月31日 論文提出締切 大学生・一般の部

９月８日 論文提出締切 高校生の部

10月18日（統計の日）受賞論文の発表

12月６日 （全国統計大会）受賞者表彰式
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２．統計データ分析コンペティションの概要



３．統計データ分析コンペティションの応募状況
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応募者からの要望に応え、

高校生の全応募論文に個別講評を実施

論文一つひとつの内容に即した講評を
高校生の全応募者（79件）に対して
作成し、個別に還元

応募論文数は増加傾向 応募者還元策としての個別講評の試行



３．統計データ分析コンペティションの応募状況
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受賞論文の傾向
これまで（2018～2023）の受賞論文中で用いられた分析手法に

ついて集計

高校生の部：

57本中45本が相関分析（他の分析手法との併用含む）

回帰分析等高度な分析はそれほど多くない

大学生・一般の部：

63本中で用いられた分析手法は多肢に渡る

相関分析、回帰分析、主成分分析、クラスター分析、

パネルデータ分析、因子分析、ベイズモデリング…等



４．受賞論文の概要等
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受賞者及び受賞論文発表（10月18日）



４．受賞論文の概要等
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【参考ＵＲＬ】

•統計データ分析コンペティション
https://www.nstac.go.jp/use/literacy/statcompe

•SSDSE（教育用標準データセット）
https://www.nstac.go.jp/use/literacy/ssdse/

•総務省統計局報道資料
https://www.stat.go.jp/info/guide/public/houdou/
pdf/ho231018.pdf

https://www.nstac.go.jp/use/literacy/statcompe
https://www.nstac.go.jp/use/literacy/ssdse/
https://www.stat.go.jp/info/guide/public/houdou/pdf/ho231018.pdf

